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IPCC 1.5℃特別報告書

気候変動の脅威への世界的な対応の強化、持
続可能な開発及び貧困撲滅への努力の文脈に
おける、工業化以前の水準から 1.5℃の地球温
暖化による影響及び関連する地球全体での温
室効果ガス(GHG)排出経路に関するIPCC 特
別報告書



報告書に関わった人々

執筆者 91名、40ヵ国から参加

執筆貢献者 133名

評価した文献 6000件 査読者 1113名

コメント 42001件
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予測される気候変動、潜在的
な影響及び関連するリスク
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SPM2|
地球温暖化の水準が、懸念材料（RFCs）に関連する影響及
び／またはリスク、並びに特定の自然システム、管理されたシステ
ム及び人間システムに関連するリスクにどのような影響をもたらす
のか

選択された自然システム、管理されたシステム及び人間システムにもたらす影響とリスク

移行の確信度：L＝低い、M＝中程度、H＝高い、VH＝非常に高い

マング
ローブ

暖水性サ
ンゴ

低緯度
の小規
模漁業

北極域 陸域の
生態系

河川
洪水

作物の
収量

観光 暑熱に関連
する疾病及
び死亡

沿岸洪
水
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1.5℃の地球温暖化に整合す
る排出経路とシステムの移行
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Robert van Waarden / Aurora Photos

• パリ協定の下で提出された、国別に宣言する、現在の緩

和（GHG  削減）の野心の成果としての世界の排出量

は、2030 年に 52-58  GtCO2eq／年になると見積もら

れる。

• これらの野心を反映した排出経路は、たとえ 2030  年以

降の排出削減の規模と野心の挑戦的な引き上げによって

補完されたとしても、地球温暖化を 1.5℃に抑制すること

はないであろう。

7

今我々はどこにいるのか？



Global emissions pathway characteristics 
世界全体のCO2正味排出量

10億トンCO2／年
オーバーシュートしないまたは限られたオー
バーシュートを伴って1.5℃に地球温暖化を
抑える経路において、CO2排出量は2050
年頃に世界全体で正味ゼロに削減される。

4つの例示的モデル経路

メタン排出量

ブラックカーボン排出量

一酸化二窒素排出量

CO2以外の2010年比排出量

CO2以外の放射強制力因子もオーバー
シュートしないまたは限られたオーバーシュート
を伴って1.5℃に地球温暖化を抑える経路
において削減または抑制されるが、世界全体
でゼロに達することはない。

線の幅はシナリオの5～95ﾊﾟｰ
ｾﾝﾀｲﾙ及び25～75ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
を示す。

オーバーシュートしないまたは限られたオーバーシュートで
1.5℃に地球温暖化を抑える経路

高いオーバーシュートの経路

2℃より低く地球温暖化を抑える経路（上図になし）

CO2正味ゼロになる時期

SPM3a|世界全体の排出経路の特徴



9

SPM3a|世界全体の排出経路の特徴

10億トンCO2／年

CO2正味ゼロになる時期

線の幅はシナリオの5～95ﾊﾟｰ
ｾﾝﾀｲﾙ及び25～75ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
を示す。

オーバーシュートしないまたは限られたオーバーシュートで
1.5℃に地球温暖化を抑える経路

世界全体のCO2正味排出量
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SPM3a|世界全体の排出経路の特徴

10億トンCO2／年

世界全体のCO2正味排出量

オーバーシュートしないまたは限られたオー
バーシュートを伴って1.5℃に地球温暖化を
抑える経路において、CO2排出量は2050
年頃に世界全体で正味ゼロに削減される。

線の幅はシナリオの5～95ﾊﾟｰ
ｾﾝﾀｲﾙ及び25～75ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
を示す。

CO2正味ゼロになる時期 オーバーシュートしないまたは限られたオーバーシュートで
1.5℃に地球温暖化を抑える経路

高いオーバーシュートの経路
2℃より低く地球温暖化を抑える経路
（上図になし）
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SPM3a| 世界全体の排出経路の特徴

メタン排出量

ブラックカーボン排出量

一酸化二窒素排出量

CO2以外の2010年比排出量
CO2以外の放射強制力因子もオーバーシュートし
ないまたは限られたオーバーシュートを伴って1.5℃に
地球温暖化を抑える経路において削減または抑制
されるが、世界全体でゼロに達することはない。
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SPM3a|世界全体の排出経路の特徴

メタン排出量

ブラックカーボン排出量

一酸化二窒素排出量

CO2以外の2010年比排出量
CO2以外の放射強制力因子もオーバーシュートし
ないまたは限られたオーバーシュートを伴って1.5℃に
地球温暖化を抑える経路において削減または抑制
されるが、世界全体でゼロに達することはない。

世界全体のCO2正味排出量

10億トンCO2／年
オーバーシュートしないまたは限られたオー
バーシュートを伴って1.5℃に地球温暖化を
抑える経路において、CO2排出量は2050
年頃に世界全体で正味ゼロに削減される。

4つの例示的モデル経路

線の幅はシナリオの5～95ﾊﾟｰ
ｾﾝﾀｲﾙ及び25～75ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ
を示す。

オーバーシュートしないまたは限られたオーバーシュートで
1.5℃に地球温暖化を抑える経路

高いオーバーシュートの経路

2℃より低く地球温暖化を抑える経路（上図になし）

CO2正味ゼロになる時期



SPM3b|
4つの例示的モデル経路における世界全体のCO2の正味排出量への貢献量の内訳

化石燃料と産業 AFOLU BECCS

10億トンCO2/年（GtCO2/年） 10億トンCO2/年（GtCO2/年） 10億トンCO2/年（GtCO2/年） 10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P1: 社会・事業・技術のイ
ノベーションが、特に南半球
において生活水準の向上を
伴いながら、2050年までに
エネルギー需要の削減をも
たらすシナリオ。エネルギーシ
ステムの規模を縮小すること
でエネルギー供給の急速な
低炭素化が実現できる。
CDRの選択肢として植林の
みが考慮され、CCS付き化
石燃料もBECCSも利用さ
れない。

P2: エネルギー原単位、人
間開発、経済格差の収斂、
及び国際協力などで持続
可能性に広く注目するシナリ
オ。加えて、持続可能かつ
健康的な消費パターン、低
炭素技術イノベーション、及
びBECCSに対する社会受
容性が限られた、よく管理さ
れた土地システムへの移行
を含む。

P3: 社会的発展、技術開発
ともに過去の延長線上にある
中道のシナリオ。排出削減は
主にエネルギー及び製品の生
産方法を変更することで達成
され、需要削減によって実現さ
れる度合いはそれに比べてより
低くなる。

P4: 資源、エネルギー集約
型のシナリオで、経済成長及
びグローバル化が、運輸用燃
料及び畜産物の高需要を含
む温室効果ガス集約型の生
活様式を広範囲に広める。排
出削減は主に技術的な手段
によって実現され、BECCSの
導入によりCDRの強力な利
用を進める。
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4つの例示的モデル経路の特徴
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SPM3b| 4つの例示的モデル経路の特徴

4つの例示的モデル経路における世界全体のCO2の正味排出量への貢献量の内訳

化石燃料と産業

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P3: 社会的発展、技術開発
ともに過去の延長線上にある
中道のシナリオ。排出削減は
主にエネルギー及び製品の生
産方法を変更することで達成
され、需要削減によって実現さ
れる度合いはそれに比べてより
低くなる。
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SPM3b| 4つの例示的モデル経路の特徴

4つの例示的モデル経路における世界全体のCO2の正味排出量への貢献量の内訳

化石燃料と産業

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P4: 資源、エネルギー集約型の
シナリオで、経済成長及びグロー
バル化が、運輸用燃料及び畜
産物の高需要を含む温室効果
ガス集約型の生活様式を広範
囲に広める。排出削減は主に技
術的な手段によって実現され、
BECCSの導入によりCDRの強
力な利用を進める。
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SPM3b|4つの例示的モデル経路の特徴

4つの例示的モデル経路における世界全体のCO2の正味排出量への貢献量の内訳

化石燃料と産業

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P2: エネルギー原単位、人
間開発、経済格差の収斂、
及び国際協力などで持続
可能性に広く注目するシナリ
オ。加えて、持続可能かつ
健康的な消費パターン、低
炭素技術イノベーション、及
びBECCSに対する社会受
容性が限られた、よく管理さ
れた土地システムへの移行
を含む。
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SPM3b| 4つの例示的モデル経路の特徴

4つの例示的モデル経路における世界全体のCO2の正味排出量への貢献量の内訳

化石燃料と産業

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P1: 社会・事業・技術のイノ
ベーションが、特に南半球にお
いて生活水準の向上を伴いな
がら、2050年までにエネルギー
需要の削減をもたらすシナリオ。
エネルギーシステムの規模を縮
小することでエネルギー供給の
急速な低炭素化が実現できる。
CDRの選択肢として植林のみ
が考慮され、CCS付き化石燃
料もBECCSも利用されない。
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SPM3b|4つの例示的モデル経路の特徴

4つの例示的モデル経路における世界全体のCO2の正味排出量への貢献量の内訳

化石燃料と産業

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P1: 社会・事業・技術のイノ
ベーションが、特に南半球にお
いて生活水準の向上を伴いな
がら、2050年までにエネルギー
需要の削減をもたらすシナリオ。
エネルギーシステムの規模を縮
小することでエネルギー供給の
急速な低炭素化が実現できる。
CDRの選択肢として植林のみ
が考慮され、CCS付き化石燃
料もBECCSも利用されない。

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P2: エネルギー原単位、人
間開発、経済格差の収斂、
及び国際協力などで持続可
能性に広く注目するシナリオ。
加えて、持続可能かつ健康
的な消費パターン、低炭素
技術イノベーション、及び
BECCSに対する社会受容
性が限られた、よく管理された
土地システムへの移行を含む。

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P3: 社会的発展、技術開発と
もに過去の延長線上にある中
道のシナリオ。排出削減は主に
エネルギー及び製品の生産方
法を変更することで達成され、
需要削減によって実現される度
合いはそれに比べてより低くなる。

10億トンCO2/年（GtCO2/年）

P4: 資源、エネルギー集約型
のシナリオで、経済成長及びグ
ローバル化が、運輸用燃料及
び畜産物の高需要を含む温室
効果ガス集約型の生活様式を
広範囲に広める。排出削減は
主に技術的な手段によって実
現され、BECCSの導入により
CDRの強力な利用を進める。
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Robert van Waarden / Aurora Photos
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システムトランジションと1.5℃の温暖化

すべてのシステムにおける、急速かつ広範囲に及ぶ、かつ前例のな
い移行が必要

• 幅広い技術と行動変容。
• 2050 年には再生可能エネルギーによって電力の 70～85％
が供給される。

• 石炭利用はすべての経路で急速な下降を見せ、電力の 0%
近くまで減少する

• 石油と、特にガスの利用は続く。いくつかの経路では、2050年
までガスの使用が増加する。

• 運輸及び建物におけるより大幅な排出削減。
• 都市及びインフラのトランジションは、土地及び都市計画の変更
を示唆する。

• 世界及び地域の土地利用の移行はすべての経路に見られるが、
その規模は追求される緩和策のポートフォリオによって異なる。
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• オーバーシュートしない、または限られたオーバーシュートを
伴う、地球温暖化を1.5℃に抑える排出経路のすべては、
CDRを伴う。

• オーバーシュートの規模が大きいほど、また長いほど、今世紀後
半におけるCDRへの依存度が高くなる。

• BECCS（炭素回収・貯留付きバイオエネルギー）は、ほとんど
のシナリオで機能するが、いくつかのシナリオでは回避される。

• CDRの大規模導入の場合には、土地、食料、水の安全保
障、生態系、そして生物多様性に大きな影響を与える可能
性がある。

Bridget Besaw / Aurora Photos

• 幾つかのAFOLU に関連する CDR 手法、例えば自然の生
態系の再生及び土壌炭素貯留などは、生物多様性、土壌
の質及び地域の食料安全保障を改善出来る。
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二酸化炭素の除去（CDR）
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持続可能な開発及び貧困撲滅へ
の努力に対する世界全体による対

応の強化
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SPM4|緩和のオプションとSDGsを用いた持続可能な
開発の間の関連性

長さは関連性の強度を示す 着色の濃淡は確信度を示す

SDG1
貧困をなくそう

SDG2
飢餓をゼロに

SDG3
すべての人に
健康と福祉を

SDG4
質の高い教育を
みんなに

SDG5
ジェンダー平等を
実現しよう

SDG6
安全な水とトイレ
を世界中に

SDG7
エネルギーをみん
なに
そしてクリーンに

SDG8
働きがいも
経済成長も

SDG9
産業と技術革新
の
基盤をつくろう

トレードオフ 相乗作用 トレードオフ 相乗作用 トレードオフ 相乗作用

エネルギー供給 エネルギー需要 土地
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SPM4|緩和のオプションとSDGsを用いた持続可能な
開発の間の関連性

長さは関連性の強度を示す 着色の濃淡は確信度を示す

エネルギー供給 エネルギー需要 土地

トレードオフ 相乗作用 トレードオフ 相乗作用 トレードオフ 相乗作用

SDG10
人や国の不平等
をなくそう

SDG11
住み続けられる
まちづくりを

SDG12
つくる責任
つかう責任

SDG14
海の豊かさを
守ろう

SDG15
陸の豊かさも
守ろう

SDG16
平和と公正を
すべての人に

SDG17
パートナーシップで
目標を達成しよう
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